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謹 告

臨時休業のお知らせ（まとめ：再追加）

平素は、本協会の諸事業にご尽力賜り厚く御礼申し上げます。
安倍首相は 16 日、新型コロナウイルスの感染増加に対する緊急事態宣言の対象地域を全都
道府県に拡大しました。期間は 5 月 6 日までとしています。人の移動を全国一斉に抑える
ことで、感染拡大に歯止めをかけようとしています。
県内では、名張市が当初授業を継続するとしていましたが、方針転換を発表しました。これ
で、県立学校全校、全市町小中学校が休業となりました。
つきましては、最新の情勢、関係団体等の対応を踏まえ、活動の自粛をしてください。

５月末日までの協会事業に関する活動は全て、原則、中止または延期とします。
～三重県内の子ども達への感染を０に！～

〔高・中・小学校の再休校を巡る市町村の対応〕  追加分 追加分②

休校を決定

桑名市、いなべ市、四日市市、津市、
松阪市、伊勢市、鳥羽市、伊賀市、
尾鷲市、熊野市、

4 月 15 日～5 月 6 日木曽崎町、東員町、菰野町、朝日町、
川越町、大台町、大紀町、玉城町、
度会町、南伊勢町、紀北町、御浜町、
紀宝町
明和町 4 月 10 日～5 月 6 日
志摩市 4 月 13 日～5 月 6 日

多気町
4 月 13 日～4 月 26 日
（5 月 6 日まで延長）

休校を決定
鈴鹿市（14 日に方針決定）、
亀山市

4 月 16 日～5 月 6 日

休校を決定 名張市 4 月 20 日～5 月 6 日
            （資料：中日新聞より 4 月 17 日発行）

注意）休業期間中は、すべての活動の自粛が原則となります。



【県内の状況】

『新型ウイルス県内初の死者 50 代男性、死後に判明 感染者６人増え計 26 人に』
2020 年 4 月 16 日 22:17 伊勢新聞
三重県と四日市市は１６日、市内で死亡が確認された５０代男性会社員が新型コロナウイ
ルスに感染していたと発表した。感染者の死亡が確認されるのは県内初。県内に居住す３
０―８０代の男女５人の感染も判明した。既に感染が確認された井村屋グループ（津市）
で勤務する男性会社員の同僚、すし店の調理師、保育園の事務員ら。県内の感染確認は 2

６人となった。
四日市市によると、５０代男性は７日に発熱し、９日に医療機関を受診。レントゲン検査
で肺炎の症状がみられず、自宅で療養していた。１５日昼に自室で意識不明となっている
のを家族に発見された。
通報で駆け付けた救急隊が心肺停止を確認。死亡後に検体を採取して検査した結果、陽性
と判明した。男性には基礎疾患があったというが、市は「感染が原因で死亡したとは断定
できない」としている

〔出典：中日新聞 2020 年 4 月 17 日（金）Ｐ24 掲載記事〕


